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実施期間：令和４年５月 16 日～令和４年７月 31 日 

開催形態：オンライン（YouTube 限定配信） 

担当教員：齋藤和也、地域連携・研究推進センター運営委員 

連携機関：（株）大塚製薬 

  

１１．．講講座座のの概概要要      

 世間には熱中症情報が溢れています。しかし情報が増えても熱中症に関する不幸なニュ

ースは必ずしも減ってはいません。本当によく「解った」と思える情報でないと、いざと

いうときの行動に役立てられないからです。そこで本講座では、まず熱中症の病態の背景

となる体温調節のしくみを理解し（講義Ⅰ）、それを踏まえて熱中症への実践的な対処方

法について学びます（講義Ⅱ・Ⅲ）。講義Ⅱ・Ⅲは環境省・熱中症予防声かけプロジェク

トが取り組む熱中症対策アドバイザー養成講座の対象です。 
  

２２．．講講義義ⅠⅠのの概概要要 

講義Ⅰ 体温調節のしくみ ―熱が上がったから熱中症、ではありません― 

 

〔１〕体温を一定に保つしくみ 

 ・外気温に関わらず体温を一定に保つには産熱と放熱のバランスが重要です。 

 ・食事として取り込んだエネルギーのうち、仕事として使われなかったエネルギーの

余り（約 80％）が熱になります（産熱）。 

 ・暑い時は蒸発による放熱（発汗など）、寒い時は非蒸発による放熱（放射など）が主

体です。 

 

〔２〕熱中症の時に体の中で起きていること 

・多くの人にとっては軽度（Ⅰ度）～中等度（Ⅱ度）の熱中症に対処できることが重

要。 

 ・暑い環境で最初に起きることは、非蒸発による放熱を増やすための血管拡張です。

その結果、血血圧圧低低下下が起きて失神や立ちくらみなどの症状がでます（Ⅰ度）。 

  ・非蒸発による放熱で体温の調節が十分にできない場合、次の段階として発汗とその

蒸発による放熱が起きます。ここで適切な水分補給が行われないと、脱脱水水による疲

労や全身虚脱の症状がます（Ⅱ度）。 

  ・Ⅰ～Ⅱ度の間、体温上昇はないか、あったとしても軽度であることに注意して下さ

い。 
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  ・蒸発による放熱でも十分に体温を調節しきれなくなった場合（高温環境下での運動

など）、体温を一定に保つ仕組みが破綻して高体温（40℃以上）となり、意識障害や

多臓器不全をきたす場合があります（Ⅲ度）。 

  ・現場で対応できるのは脱水になる前までの段階です。それ以降は医療機関の受診が

必須です。 

  ・熱中症が疑われる場合は、まず血圧低下への対応が必要です。次に脱水が進むのを

防ぐような対処が必要になります。体温を下げることが最優先ではありません。体

温上昇は熱中症の結果であり、原因ではありません。 

  ・乳幼児や基礎疾患のある方の場合など病態に例外もありますので、どんな場合でも

早めに医療機関へ受診できる体制は整えておきましょう。 

 

３３．．参参加加人人数数 

 56 名 

    内訳 

    ・会社員・公務員    18 名 

    ・自営業・フリーランス  3 名 

    ・医療従事者       5 名 

    ・その他の職業     11 名 

    ・学生         18 名 

    ・その他         2 名 

    ・無回答         1 名 

  ※うち、熱中症対策アドバイザー 

資格取得者数 20 名 
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